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　令和７年　第２回真狩村議会定例会会議録 

　 

○開会及び閉会 

　開会　　　令和 7年 6月 19 日　午前 10時 00 分 

　閉会　　　令和 7年 6月 19 日　午後 2 時 09 分 

 

○出席議員（8名） 

　　1番　　大　平　愼一郎　　　　2番　　大　町　　　徹 

　　3番　　安　藤　義　明　　　　4番　　佐々木　義　光　 

　　5番　　向　井　忠　幸　　　　6番　　福　田　恵　子 

　　7番　　陰　能　裕　一　　　　8番　　佐　伯　秀　範 

　　 

○欠席議員（0名） 

 

○出席説明員 

　　村　長　　　　岩　原　清　一　　　　　副村長　　　　長　船　敏　行 

　　教育長　　　　齊　藤　信　之　　　　　総務課長　　　松　枝　主　範 

　　企画情報課長　野　村　　　稔　　　　　住民課長　　　秋　山　秀　敏 

　　税務課長　　　北　野　一　志　　　　　産業課長　　　谷　口　泰　之 

　　建設課長　　　工　藤　秀　三　　　　　会計管理者　　加　藤　久　靖 

保育所長　　　藤　本　　　篤　　　　　教育次長　　　高　橋　和　義 

農業委員会事務局長　　　　　　　　　　代表監査委員　藤　澤　祐　二 

　　　　　　　谷　口　　　安 

 

○出席議会事務局職員 

　　事務局長　　　馬　渕　拓　哉　　　　　書　記　　　　森　　　妙　子 

 

○議事日程 

　　1　　会議録署名議員の指名について 

　　2　　会期の決定について 

　　3　　行政報告 

　　4　　教育行政報告 

　　5　　一般質問 

　　6　　報告第 1号　　令和 6年度　真狩村一般会計繰越明許費繰越計算書について 

　　7　　同意第 1号　　真狩村固定資産評価審査委員会委員の選任について 
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 　　8　　議案第 1号　　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する 

法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の 

一部改正について 

　　9　　議案第 2 号　 特別職職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部改正につい　　　　　　　

て 

　　10   議案第 3号　　真狩村税条例の一部改正について 

　　11   議案第 4 号    真狩村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正について 

　　12   議案第 5号　　真狩村過疎地域持続的発展市町村計画の変更について 

　　13   議案第 6号　　令和 7年度　真狩村一般会計補正予算(第 1号） 

　　14   議案第7号　　令和7年度　真狩村国民健康保険診療所事業特別会計補正予算(第1号) 

　　15   議案第 8号　　令和 7年度　真狩村後期高齢者医療特別会計補正予算(第 1号) 

　　16　 議案第 9号　　令和 7年度　真狩村簡易水道事業会計補正予算(第 1号） 

　　17   議案第 10号   令和 7年度　真狩村公共下水道事業会計補正予算(第 1号） 

　　18　 発議第 1号　  ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・　　　 

強化を求める意見書の提出について 

    19　 発議第 2号    地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について 

    20　 議員の派遣について 

    21   閉会中の所管事務調査の申出について
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

 10：00 

開会 

 

 

 

 

日程 1 

 

 

 

 

日程 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 3

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃

　ただいまの出席議員数は、8人です。 

　定足数に達しておりますので、ただいまから令和 7 年第 2回真狩村議

会定例会を開会します。 

　これから本日の会議を開きます。 

　本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

　 

　日程　１ 

　会議録署名議員の指名を行います。 

　会議録署名議員は、会議規則第 125 条の規定によって、4 番　佐々木

義光君及び、7番　陰能裕一君を指名します。 

 

　日程　２ 

　会期の決定についてを議題とします。 

　本定例会の会期は、本日 1日といたしたいと思います。 

　御異議ありませんか。 

　(異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　したがって会期は、本日 1日と決定しました。 

 

　諸般の報告を行います。 

　第 1に、本定例会に村長から別冊のとおり提出がありましたので、お

手元に配布しております。 

　次に、真狩村監査委員から令和 7 年 4 月分、5 月分の例月出納検査結

果報告がありましたので、お手元に配布しております。 

　次に、総務産業常任委員長から委員会所管事務調査の報告がありまし

たので、お手元に配布しております。 

　次に、議員の派遣について、別紙のとおり議員を派遣したので、報告

します。 

　次に、本定例会に出席を求めた者及び、説明員として出席通知のあり

ました者の職氏名を一覧にしてお手元に配布しております。 

 

　日程　３ 

　行政報告を行います。 

　これを許します。 

　村長　岩原清一君
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

 村 長 

(岩原清一)

　令和７年第 2回真狩村議会定例会を招集いたしましたところ、議員各

位におかれましては、御多用の中御出席を賜り、本定例会が開催できま

すことに対して、厚くお礼を申し上げます。 

それでは、第 1回定例村議会以降における諸般の行政について、御報

告を申し上げます。 

 

○令和６年度各会計決算状況について 

お手元に資料を配布させていただいておりますので、御覧いただきた

いと思います。 

令和 6 年度の一般会計と三つの特別会計の歳入歳出の予算現額は、合

計で 31億 858 万 2,000 円となり、これに対して歳入決算額は 30億 9,232

万 3,643 円、収入率は 99.48％、歳出決算額は 29 億 9,777 万 1,848 円、

執行率は 96.44％となりました。 

　各会計ごとの概要について説明いたします。 

まず、一般会計では、予算現額に対して、歳入決算額が 29 億 950 万

7,157 円、収入率が 99.57％となりました。また、歳出決算額が 28 億

1,703 万 2,094 円、執行率が 96.4％となりました。結果、歳入歳出差引

残額が 9,247 万 5,063 円となり、翌年度に繰り越しました。この額から、

繰越明許費の令和 7 年度に繰り越される 4 事業の一般財源分 95 万 8 千

円を差し引いた実質収支額は、9,151 万 7,063 円となります。 

次に、国民健康保険事業特別会計について、北海道が保険者として運

営を担う中、村民の健康保持と保険給付を行い、医療保障の充実に努め

るなど国保財政の健全化に努めたところであります。結果、歳入歳出差

引 203 万 6,032 円の残額が生じ、翌年度に繰り越しました。 

次に、国民健康保険診療所事業特別会計については、画像ファイリン

グシステムや血圧脈波検査装置の更新を行うなど、住民が安心して受診

できる環境づくりに努めてまいりました。結果、繰越金はありませんで

した。 

次に、後期高齢者医療特別会計について、高齢者の健康保持と増進の

ため、健全な医療給付を進めるなど、北海道後期高齢者医療広域連合と

協力の上、適切な制度運営に努めてまいりました。結果、歳入歳出差引

40,700 円の残額が生じ、翌年度に繰り越しました。 

次に、特別会計から公営企業会計に移行した二つの事業会計の概要に

ついて説明いたします。 

簡易水道事業会計については、安全で良質な水を需要に応じて安定的

に供給し、村民の健康で豊かな生活環境の向上を図るため、量水器取替
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

 工事や配水池の清掃を実施するなど、簡易水道施設の適正な維持管理に

努めてまいりました。結果、収益的収支について、税抜きで、事業収益

は 1億 1,181 万 9,525 円に対して、事業費は 1億 866 万 7,750 円、特別

損失が 182 万 5,572 円であり、当年度純利益は 132 万 6,203 円となりま

した。また、資本的収支については収入 5,770 万 5千円に対して、支出

が 9,454 万 652 円であり、不足額が 3,683 万 5,652 円となりましたが、

引継金や留保資金などの補填財源により補填しております。これにより、

負債合計が15億5,590万4,328円、資本合計が資本金2億1,705万 4,122

円、剰余金 132 万 6,651 円で 2 億 1,838 万 773 円となり、資産が 17 億

7,428 万 5,101 円となりました。 

最後に、公共下水道事業会計については、快適な生活環境の向上と公

共用水域の水質保全を図るため、浄化センター等の機器更新に係る設

計・工事に向けたストックマネジメント計画策定を実施するなど、下水

道施設の適正な維持管理に努めてまいりました。結果、収益的収支につ

いては、税抜きで、事業収益は 1 億 2,840 万 4,377 円に対し、事業費は

1 億 2,221 万 848 円、特別損失が 105 万 5,673 円であり、当年度純利益

は 513 万 7,856 円となりました。また、資本的収支については収入 4,266

万 4,000 円に対して、支出が 5,752 万 6,482 円であり、不足額 1,486 万

2,482 円については引継金や留保資金などの補填財源により補填してお

ります。これにより、負債合計が 14 億 6,408 万 4,504 円、資本合計が資

本金 1億 7,835 万 1,742 円、剰余金 513 万 7,856 円で 1億 8,348 万 9,598

円となり、資産が 16 億 4,757 万 4,102 円となりました。 

 

〇農作物の生育状況について 

お手元に資料を配布させていただいておりますので、御覧いただきた

いと思います。 

本年の積雪量は、昨年並みでしたが、3月下旬には降雪があり、4月の

低温・日照不足・降雨が続いたことから、前年より農作業開始が 1週間

程度遅くなりました。 

また、3月～4月上旬の天候が芳しくなく、時折、降雪があったことか

ら昨年より人参等の収穫作業が遅れ、ジャガイモ等の植付けも、平年よ

り１週間程度遅くなりました。 

春人参の収穫作業の受入れを 3月 18 日に開始し、品質については、割

れの発生も少なく、製品率が 75％前後と前年より 10％ほど高く推移しま

した。 

現在、収穫されているグリーンアスパラにつきましては、4月の天候
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

 不順により生育が進まず、選果については前年度より6日遅れで開始し、

連休明けの気温上昇とともに生育が進むかと思われましたが、規格も細

物傾向となり、収量も例年より半分程度の 1日 2ｔで推移しました。 

今後の天候等の見通しについては、春までのエルニーニョ現象の終息

等により、夏場の気温は高くなると予想されます。高温による生育異常

や病気などが懸念されますが、十分な施肥管理や適期防除等に努め、豊

穣の秋が迎えられますよう期待するところであります。 

 

〇観光客の入込状況について 

お手元の資料を御覧ください。 

　北海道での令和 6年度上半期の観光入込数は、物価高の影響を受け、

旅行への意欲がやや低下したことにより、前年同期に比べ 3.0％減の

3,101 万人、感染症拡大前の令和元年度との比較で、おおむね 85％程度

となりました。 

村の状況としましては、全体の入込総数は 59 万 4,091 人と、対前年度

比 94.8％と減少となりました。 

羊蹄山自然公園は、例年どおりの開場となりましたが、週末の天候不

順のため、キャンプ場利用者数は、対前年度比 100.8％、羊蹄山自然公園

全体では、87.6％となりました。特に園地ほか施設では対前年度比

77.6％となっており、今後、利用促進について検討が必要であります。 

　利用者数が増加した施設は、まっかり温泉が対前年度比 106.2％、コ

テージが 101.2％、フラワーセンターが 115.4％などとなっています。 

真狩フラワーセンターにおいては、引き続き、多彩なイベントの実施や、

消費者ニーズの把握など、指定管理者と協議を進めながら、新たな運営

に取り組んでいただきたいと考えております。 

また、マッカリーナ利用者は対前年度比 97.7％、湧水利用者は 83.7％

と、これらの施設におきましても昨年度を下回ることとなりました。 

イベント入込状況については、ほくほく祭りが天候に恵まれたこと、

そして、村民お祭り広場や元全日本代表の石川佳純選手を招致したスリ

ッパ卓球などのイベントが開催されたことから、対前年度比 108.3％と

なりました。 

今後におきましては、村内の各観光施設と連携し、各種イベント開催

を検討するなど、観光客の入込数が増加するよう取り組み、地域の活性

化を図ってまいります。 

 

今定例会には、令和 7年度繰越明許費計算書の報告 1件、人事案件 1
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 4

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

〃 

 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

教 育 長 
(齊藤信之)

件、条例の改正 4件、計画の変更１件、令和 7年度一般会計、特別会計

及び企業会計補正予算 5 件の計 12 件の議案等を提案させていただいて

おりますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げまして、行政報告

とさせていただきます。 

 

　これから質疑を行います。 

　質疑はありませんか。（なし） 

 

　質疑なしと認めます。 

　これで質疑を終わります。 

 

　これで行政報告は終わりました。 

 

　日程　４ 

　教育行政報告を行います。 

　これを許します。 

　教育長　齊藤信之君 

 

令和 7 年第 2回真狩村議会定例会の開催にあたり、前回御報告以降の

教育行政について報告いたします。 

 

はじめに、学校教育について申し上げます。 

　新年度のスタートにあたり、4 月 3 日開催の臨時校長会議において、

令和 7年度の真狩村立学校の共通目標として、一つ、受容的・支持的雰

囲気に満ちた温かい学校づくり、二つ、子ども主体の満足感や達成感の

ある授業づくり、三つ、信頼を土台にした地域・保護者との連携・協働

の促進、四つ、小中一貫教育の着実な推進、これら 4 点に取り組み、こ

の学校で学んでよかったと思われる学校づくりを進めることを確認し、

現在、それぞれの学校において創意工夫を図りながら、教育実践を行っ

ています。 

既存の小学校・中学校の 6－3制の枠組みを残したまま義務教育 9年間

のつなぎ目のない連続した教育の充実を図るため、本年 4 月から施設分

離型による小中一貫教育を本格的にスタートさせました。現在、5・6年

生の音楽、5年生の算数、6年生の英語で中学校教員による乗り入れ授業

が行われています。今後、乗り入れ授業の教科の拡大や「総合的な学習

の時間」における探究的な学びの成果交流など、授業や行事での合同・
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

〃

交流の一層の充実を図っていきます。また、適切な子ども理解に基づい

た授業観や指導観を身に付け、目指す子ども像に迫る授業づくり・学校

づくりが進められるよう教職員の合同研修会を定期的に実施し、小中一

貫教育の充実を図っていきます。 

探究的な学びの充実に向けての「真狩 M－SHIP プロジェクト」が 4月

から動き出しています。中学校での実践を核に進めますが、小学校、高

校でも授業が行われています。 

児童生徒自身の気付きや学びによる「行動することの大切さ」「社会性

の向上」など成長を促すための舞台を整え、地域の課題を自分事として

捉え、解決を目指して取り組む「未来の大人」を育てるとともに、地域

を深く知り、関わることを通して、地域への愛着や誇りを醸成すること

につながる意義ある探究的な学びを継続していきます。 

 

次に、社会教育について申し上げます。 

3 月開催の学校運営協議会では、令和 6年度の学校評価結果をもとに

策定した令和 7年度の学校経営方針について協議いただきました。委員

からは、スマホやゲームで過ごす時間が増えている実態をもとに、子ど

もたちを運動機会へ誘い出す方策の必要性や、子どもたちの学校での姿

と地域の中で見かける姿に多少の差異があることから、挨拶や声掛け等、

改めて地域全体で子どもたちを育てることの必要性について意見が出さ

れました。 

羊蹄ふるさと館については、今年度も昨年度並みの事業実施を予定し

ていますが、先日のテレビ放送の反響が大きく、放送後には道内・道外

から遠路はるばる「忠犬ポチ」に逢うために多くの方々が公民館を訪れ

ています。今季の夏季開館に向けて、より多くの方に真狩村の歴史と文

化に触れていただくことができるよう準備を進めていきます。 

 

今後も、真狩村議会をはじめ、地域住民の皆様の御理解と御協力を賜

り、学校との連携・協働の下に子どもたちを中心にした教育行政の推進

にあたってまいります。 

引き続き、よろしくお願い申し上げます。 

 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。（なし） 

 

質疑なしと認めます。



9 

 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

日程 5

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

〃 

 

 

 

 

2 番 

(大町　徹) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

村 長 

(岩原清一) 

　これで質疑を終わります。 

 

　これで教育行政報告は終わりました。 

 

　日程　５ 

　一般質問を行います。 

　発言を許します。 

　2番　大町徹君 

 

　通告書に従い、一般質問をスタートしたいと思います。 

　真狩村中心部区間の無電柱化計画について質問したいと思います。 

近年、羊蹄山周辺は、道内のみならず、日本国内や海外からの観光客

も増加しています。 

その中でも、真狩村中心部からの羊蹄山の眺めは壮観であり、他町村

との観光差別化につながると、私は考えます。 

道路の無電柱化は、安全で美しい住宅環境整備に加え、地震や台風な

どの大規模災害への備えなど、様々な効果が期待されます。 

そこで、道道 66号　岩内洞爺線、真狩村中心部の無電柱化計画につい

て、村長の意見をお聞かせください。 

お願いします。 

 

　答弁　岩原村長 

 

　ただいまの一般質問でございますが、近年、道内のみならず、日本国

内、さらには海外からも観光客が増加しております。 

　真狩村中心部から望む羊蹄山の姿は、他町村との差別化を図る上での

重要な観光資源であるとも認識しております。 

　さて、道道 66 号　岩内洞爺線、真狩中心部の無電柱化計画でございま

すが、現時点では具体的な計画はございませんが、無電柱化がもたらす

効果は大きなものがあるという認識を持っております。 

村としましても、景観の向上、災害時に強いまちづくり、そして安全

で快適な生活空間の確保の観点から、事業の推進の検討を進めていたと

ころでもございます。また、本路線は、第 2次緊急輸送道路となってい

ることから、災害時の輸送や防災拠点を相互に連絡する道路としての役

割も高いものだと考えております。 

無電柱化の推進には、多額な費用が要するため、北海道や関係機関へ
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

2 番 

(大町　徹) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範)

の要請と、住民の理解が必要とされることから、時間も一定程度掛かる

ものというのも事実でございます。 

　今後、これからの課題を整理しつつ、真狩村にとって最適な無電柱化

の在り方について、引き続き調査、研究を進めてまいります。 

　村の発展のため、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

　2 番　大町徹君 

 

　村長の答弁、ありがとうございます。 

　無電柱化、将来的にはやらなければいけないというふうには考えてい

るが、今は大きな計画はないという答弁でした。 

　やはり、多額な費用が掛かる内容となるので、真狩村の財源というの

ですか、進めていくのはなかなか簡単なことではないと私は考えます。 

　そこで、やはり道だとか国の計画をうまく利用して、無電柱化を進め

ることを提案したいと思います。 

　北海道では、北海道総合計画というものがありまして、総合的かつ計

画的な推進のため、北海道無電柱化推進計画を策定すると言われていま

す。 

　その中で、やはり距離の問題ですね。ここのフラワーセンターのとこ

ろから真狩ベースのところまでの区間と、真狩ベースさんのところから

スマイル自動車の区間、そこまでの区間を全て無電柱化するとなると、

かなりのお金が掛かると思うので、それをこの無電柱化計画に要望する

必要があると私は考えます。 

　そこで、その無電柱化計画ですね。今現在第 8期無電柱化計画が行わ

れているのですが、計画期間が 2021 年から 25 年であり、今年で終了す

るということです。そして、方針として、次の第 9期無電柱化計画が 2026

年から開始されるということが発表されましたので、現段階、その道路

推進計画をどのようにするかということを模索されているところだと私

は認識します。 

　そこで、今現在手を挙げることができる第 9期無電柱化推進計画に、

真狩村は手を挙げることを想定しているのか、村長に聞かせていただき

ます。 

　お願いします。 

 

　答弁　岩原村長
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

 村 長 

(岩原清一) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

2 番 

(大町　徹) 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

村 長 

(岩原清一)

　ただいまの御質問でございますが、議員がおっしゃるとおり、第 8期

無電柱化推進計画につきましては、令和 7年度で終了すると。令和 8年

度から新しい事業計画が始まるということでございます。ただ、先ほど

申し上げましたとおり、あそこの路線は、緊急輸送路ということでござ

いますので、第 2次の緊急輸送路というふうになっております。そうい

った観点から、無電柱化の対象になる部分、要素がかなりあるのかなと

いうふうに思っておりますが、ただ、これは道の道道でございますので、

道、それから北電、それから NTT 等の経費の順位をもう一度出していか

ないとならない。それから地元負担がいかほどあるのかということもご

ざいます。そういった意味で慎重に考えていきまして、今道の方とも情

報のやりとりをしている中でございますので、今後 9 期の方に乗せるこ

とができるのであれば、十分検討していきたい。 

　先ほど議員も心配しておりましたが、財源のこともございます。決定

ではございませんが､十分検討に値するかなというふうには考えている

ところでございます。 

 

　2 番　大町徹君 

 

　第 9期の無電柱化推進計画は、多分多くの市町村から道に要望・要請

が行われると思いますので、真狩村で早急に無電柱化を実現することを

目標にするのであれば、優先度を道に認識してもらうために、村の総合

計画等も加え、無電柱化計画の要望を進めていってもらえたらありがた

いと思います。 

　まずは、第 9期無電柱化計画に手を挙げるところからお願いしたいと

思います。 

 

　答弁　岩原村長 

 

　ただいまの質問にお答えしたいと思います。 

ちょっと先ほどの答弁とかぶりますが、村の総合計画というよりも、

道の総合計画でございまして、これは第 8期の計画を見ましても、道道、

それからその他に国道というのがございます。国道の本数が圧倒的に多

いというようなことでございます。それから札幌市の申請もかなり多い

ということでございますので、その順位の考え方につきましては、かな

り難しいものがあるかなというふうに思いますが、先ほど十分検討に値

するいうふうに答えましたが、そういった意味で、今一度調査を進めて
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

日程 6

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

〃 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

いきたいというふうに思います。 

　（大町議員「終わります。」） 

 

　これで、一般質問を終わります。 

 

　日程　６ 

　報告第 1号　令和 6年度　真狩村一般会計繰越明許費繰越計算書につ

いて、報告を行います。 

　副村長　長船君 

 

　報告第 1号　令和 6年度真狩村一般会計繰越明許費繰越計算書につい

て 

　令和 6年度真狩村一般会計予算の繰越明許費について、地方自治法施

行令第 146 条第 2項の規定により、別紙のとおり報告する。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

　次のページをお開きください。繰越計算書となっております。 

本件につきましては、令和 6年度一般会計補正予算第 8 号、第 9号、

第 11号において、令和 7年度への予算の繰越の議決をいただいており、

この度、繰越明許費繰越計算書を調整いたしましたので、報告するもの

です。 

2 款　総務費、1項　総務管理費、真狩村電気・ガス・食料品等価格高

騰対応支援補助金につきましては、物価高騰に対し、村民の負担軽減及

び地域経済の活性化を図るため、村民 1人当たり 3千円の商品券を配布

する事業となりますが、事業期間が商品券の有効期限となる 8月 31日以

降となることから繰り越しております。翌年度に繰り越して使用できる

金額は 585 万 7 千円でありましたが、事業の実績見込みにより実質 450

万 6千円を翌年度に繰り越しております。 

6 款　農林水産業費、1項　農業費、担い手確保・経営強化支援事業に

つきましては、意欲的な取組により農業経営の発展を図ろうとする担い

手の農業機械等の導入を支援するための国の補助事業となりますが、1

経営体が、GPS ガイダンスシステム付トラクター、パワーハロー、農薬散

布用ドローンなどの農業機械を購入するもので、受注生産で期間を要し

年度内までに納入される見込みがないことから繰り越しましたが、5 月

23 日に納品されております。
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 7

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

村 長 

(岩原清一)

10 款　教育費、4項　高等学校費、商標登録申請業務委託事業につき

ましては、道内の企業が企業版ふるさと納税を活用して実施する「北海

道ふるさと応援Ｈプログラム事業」の一環として、高校生カフェ・ラミ

ッカが道内企業や菓子店から商品の共同開発の提案を受けており、将来

的な商品販売に向け商標登録の手続を委託しておりますが、特許庁の審

査が想定より長期化しており、年度内に商標登録が完了する見込みがな

いことから繰り越しましたが、4 月 18 日に商標登録が完了しておりま

す。 

10 款、4 項　耕心寮エアコン設置事業につきましては、猛暑に対する

寮生の安全を確保するため、寮生が集いやすい食堂にエアコンを設置す

るもので、エアコンの室外機の設置など雪解け後でないとできない作業

があることから繰り越し、工期を 6月 30日までとして工事を進めており

ます。翌年度に繰り越して使用できる金額は 159 万 5 千円でありました

が、入札執行残により実質 148 万 5千円を翌年度に繰り越しております。 

翌年度繰越額の合計額は 1,994 万 2千円となります。 

以上、御報告申し上げます。 

 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。（なし） 

 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 

以上で、報告第 1号　令和 6年度　真狩村一般会計繰越明許費繰越計

算書については、報告を終了しました。 

 

日程　７ 

同意第 1 号　真狩村固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議

題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

村長　岩原清一君 

 

同意第 1号　真狩村固定資産評価審査委員会委員の選任について 

真狩村固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方

税法(昭和 25 年法律第 226 号）第 423 条第 3項の規定により議会の同意

を求める。
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃

　記 

　住所　真狩村字加野 308 番地 

　氏名　三野一則 

　生年月日　昭和 38 年 12 月 11 日 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

　提案理由でございますが、現委員でもございます三野一則さんは、令

和 7年 7月 27 日をもって任期満了となるため、同委員を再任をするとい

うものでございます。 

　任期につきましては、令和 7年 7月 28 日から令和 10年 7月 27 日まで

というふうになります。 

　三野一則さんについては、現在 61歳でございまして、三野氏はこれま

で固定資産評価審査委員会委員を 4期 12年、長きにわたり務められてお

ります。皆さんも御存じのとおり、地域の住民からの信頼も厚く、人格・

見識ともに優れており、地域実情にも詳しいことから、委員の要件を十

分満たしていると考え、引き続き委員としての選任をしたいため、同意

を求めるものでございます。 

　どうぞよろしくお願いいたします。 

 

　ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

　質疑はありませんか。（なし） 

 

　質疑なしと認めます。 

　これで質疑を終わります。 

 

　これから討論を行います。 

　討論はありませんか。（なし） 

 

　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

 

　これから同意第 1号　真狩村固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いてを採決します。 

　お諮りします。本案は、これに同意することに御異議ありませんか。
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

日程 8

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　同意第 1号　真狩村固定資産評価審査委員会委員の選任については、

同意することに決定しました。 

 

　日程　８ 

　議案第 1号　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部改正についてを議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第 1号　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部改正について 

　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一

部を別紙のとおり改正する。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

　次のページは改正本文となっており、参考資料の新旧対照表により説

明させていただきますので、1ページをお開きください。 

　改正理由につきましては、3 月の第 1 回定例会において、真狩村乳幼

児等医療費の助成に関する条例の全部改正を行っておりますが、施行日

を令和 7年 8月 1日とし、条例の題名を真狩村子ども医療費の助成に関

する条例に改めるとともに、子どもの医療費の助成について、対象年齢

を 15 歳から 18 歳に改定をしております。この改正に伴い、本条例につ

いて所要の改正を行うものです。 

　改正点については、「条例名」と「乳幼児等」を「子ども」に改めたこ

とから別表第 1及び第 2（第 4 条関係）を改めた内容に改正するもので

す。 

2 ページの附則として、この条例は、令和 7 年 8 月 1 日から施行する

ものです。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 9

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

　ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

　質疑はありませんか。（なし） 

 

　質疑なしと認めます。 

　これで質疑を終わります。 

 

　これから討論を行います。 

　討論はありませんか。（なし） 

 

　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

 

　これから議案第 1号　行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部改正についてを採決します。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　議案第 1号　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

 

　日程　９ 

　議案第 2号　特別職職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一

部改正についてを議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第 2号　特別職職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一

部改正について 

　特別職職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を別紙のと

おり改正する。 

　令和 7年 6月 19 日提出
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃

　真狩村長　岩原清一 

 

　次のページは改正本文となっており、参考資料の新旧対照表により説

明させていただきますので、1ページをお開きください。 

改正理由につきましては、最近における物価の変動、選挙等の執行状

況を考慮し、選挙等の円滑な執行を図るため、「国会議員の選挙等の執行

経費の基準に関する法律」が改正されたことに伴い、本条例について所

要の改正を行うものです。 

　改正点については、国の規定に準じて、2 ページの選挙長、投票管理

者、期日前投票管理者、開票管理者、投票立会人、期日前投票立会人、

開票立会人、選挙立会人、不在者投票外部立会人の報酬の額をそれぞれ

改正後の額に改めるものです。 

附則として、この条例は、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関す

る法律の一部を改正する法律の施行の日から施行するものです。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。（なし） 

 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。（なし） 

 

討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 

これから議案第 2号　特別職職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

条例の一部改正についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

（異議なし） 

 

異議なしと認めます。
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

日程 10

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

　議案第 2号　特別職職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一

部改正については、原案のとおり可決されました。 

 

　日程　１０ 

　議案第 3号　真狩村税条例の一部改正についてを議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第 3号　真狩村税条例の一部改正について 

　真狩村税条例の一部を別紙のとおり改正する。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

次のページ以降に改正本文及び新旧対照表、そして改正ポイントを記

載した説明資料を添付しておりますが、説明資料により説明させていた

だきますので、説明資料の 1ページをお開きください。 

　改正理由につきましては、地方税法等の一部を改正する法律等の施行

に伴い本条例について所要の改正を行うものです。 

　主な改正点ですが、賦課徴収関係では、公示送達の方法について改正

するもので、相手方の住所や居所が不明で書類等の交付ができない場合

には、役場の掲示板に必要事項を掲示することで書類等の送達があった

とみなす制度でございますが、村のホームページに公示事項を表示する

措置を取るとともに、役場の掲示板又は事務所に設置したパソコン等の

画面に表示したものを閲覧することができる状態に置く措置を取ること

によって行うよう改めるものでございます。 

村民税関係では、特定扶養控除に関して、控除対象となる大学生年代

（19 歳以上 23 歳未満）の子等の所得要件を拡大するとともに、一定の

所得を超えた場合でも親等が受けられる控除の額が段階的に逓減する仕

組みを導入するための改正となります。また、これに伴い公的年金等受

給者の個人住民税申告義務及び扶養親族等申告書に係る提出義務規定の

整備を行うものです。 

2 ページの軽自動車税関係では、1点目として、二輪車の車両区分につ

いて、総排気量 125 ㏄以下で最高出力 4.0 ㎾、50㏄相当以下に制御した

バイクに係る軽自動車税種別割の税率を年額 2,000 円とする規定を追加

するものです。また、これに伴い減免申請書の記載事項に係る規定の整

備を行うものです。
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃

2 点目として、身体障害者等に対する種別割の減免申請時に提示が必

要な運転免許証について、道路交通法の一部改正により運転免許証と一

体化したマイナンバーカード、いわゆるマイナ免許証の提示による申請

も可能とするよう改めるものでございます。 

　3ページの附則の関係では、1点目として、長寿命化に資する大規模修

繕工事が行われたマンションに係る固定資産税の減免措置について、所

有者から当該措置に係る申告書の提出がなかった場合においても、マン

ションの管理組合の管理者等から必要書類の提出があり、減免措置の要

件に該当すると認められるときは、減免措置を適用することができる規

定を新設するものです。 

　2点目は、加熱式たばこの課税方式を見直し、1本当たりの税額を紙巻

きたばこと同程度にするなどの規定を新設するものです。ただし、激変

緩和の措置として第一段階は令和 8年 4月 1日、第二段階は令和 8年 10

月 1日からの 2段階で実施するものです。 

　その他、上位法令の改正に伴う条項ずれ及び文言の削除や追加、錯誤

による訂正などの改正となります。 

　3 ページから 4 ページの附則では、施行期日や公示送達、住民税、固

定資産税、軽自動車税、たばこ税に関しての経過措置を定めたもので、

令和 7年 4月 1日、令和 8年 1月 1日、同年 4月 1日など改正規定ごと

の施行期日を定めています。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。（なし） 

 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。（なし） 

 

討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 

これから議案第 3号　真狩村税条例の一部改正についてを採決しま
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 11

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

す。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　議案第 3号　真狩村税条例の一部改正については、原案のとおり可決

されました。 

 

　日程　１１ 

　議案第 4号　真狩村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正についてを議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第 4号　真狩村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正について 

　真狩村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を別紙のとおり改正する。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

　次のページは改正本文となっており、参考資料の新旧対照表により説

明させていただきますので、1ページをお開きください。 

　改正理由につきましては、栄養士法の改正に伴い、本条例について所

要の改正を行うものです。 

　改正点については、栄養士免許を取得せずとも管理栄養士になるとこ

が可能になることを受け、条文中「栄養士」の配置等を求めている条例

第 17条第 1項第 2号に「管理栄養士」を追加するものです。 

2 ページの附則として、この条例は公布の日から施行し、令和 7年 4月

1日から適用するものです。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。（なし）
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 12

議 長 

(佐伯秀範) 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

　質疑なしと認めます。 

　これで質疑を終わります。 

 

　これから討論を行います。 

　討論はありませんか。（なし） 

 

　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

 

　これから議案第 4号　真狩村家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正についてを採決します。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　議案第 4号　真狩村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

 

　日程　１２ 

　議案第 5号　真狩村過疎地域持続的発展市町村計画の変更についてを

議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第 5号　真狩村過疎地域持続的発展市町村計画の変更について 

　真狩村過疎地域持続的発展市町村計画の一部を別紙のとおり変更する

ことについて、過疎地域の持続的発展の支援に資する特別措置法第 8条

第 10項において準用する同条第 1項の規定に基づき、議会の議決を求め

る。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

　次のページ以降の別紙様式にて説明しますので、お開きください。 

　本計画につきましては、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措

置法に基づき、地域の持続的発展の基本方針に関する事項や目標、実施
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃

すべき施策、他の市町村との連携などの計画について定めており、計画

期間は、令和 3年 4月 1日から令和 8年 3月 31 日までの 5か年となって

おります。 

今回変更する内容につきましては、本年度予算計上しております公共

施設太陽光パネル等導入実施調査事業を本計画に追加するものです。地

域の持続的発展のために実施すべき施策の区分 12.再生可能エネルギー

の利用の推進に（3）計画を記載のとおり追加します。また、公共施設等

に関する施策については、公共施設等総合管理計画との整合性を図るこ

ととしておりますので、そのことを記載した（4）も併せて追加するもの

です。 

変更理由につきましては、公共施設への太陽光発電導入効果を検証し、

最優先的に事業を見極めながら「具体的な設備導入ロードマップ」を策

定し、それに沿った再生可能エネルギーを導入することで、本村におけ

るゼロカーボンを目指すためでございます。 

次に過疎地域持続的発展特別事業分の変更となりますが、この事業分

は、第 6次真狩村総合計画の 10年間の村づくり施策として登載した事業

のうち、令和 3年度から令和 7年度までに実施を計画しているソフト事

業を記載しておりますが、今回の変更により記載のとおり追加するもの

です。変更理由につきましては、先ほど説明した内容と同じになります。 

次のページ以降は、変更後の変更部分の計画本文となりますので、お

目通し願います。 

　以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

　ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

　質疑はありませんか。（なし） 

 

　質疑なしと認めます。 

　これで質疑を終わります。 

 

　これから討論を行います。 

　討論はありませんか。（なし） 

 

　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：58 

 

 

11：15 

 

日程 13

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

　これから議案第 5号　真狩村過疎地域持続的発展市町村計画の変更に

ついてを採決します。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　議案第 5 号　真狩村過疎地域持続的発展市町村計画の変更について

は、原案のとおり可決されました。 

 

　ここで休憩をとります。 

　11 時 15 分から再開したいと思いますので、議場にお集まりください。 

 

　休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

　日程　１３ 

　議案第 6号　令和 7年度　真狩村一般会計補正予算(第 1号)を議題と

します。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第 6号　令和 7年度真狩村一般会計補正予算(第 1号) 

　令和 7年度真狩村一般会計補正予算(第 1号)は、次に定めるところに

よる。 

　第 1条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2,142 万 2 千円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 29億 4,056 万 8千円とす

る。 

　第 2項　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第 1表　歳入歳出予算補正」によ

る。 

　第 2条　地方債の変更は「第 2表　地方債補正」による。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

それでは、歳出より説明しますので、9ページをお開きください。 

2 款、3項、1目　戸籍住民基本台帳費は、財源更正となります。当初
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

 予算に戸籍システムの振り仮名対応に掛かる費用の負担金を計上してお

りますが、国の補助金が対象となりましたので、国道支出金を 63 万 8 千

円増額し、その分一般財源を減額するものです。 

4 項、2目、1節　報酬 5万 2千円の追加です。投開票報酬について、

議案第 2号で説明したとおり、報酬額の改正がありましたので、投票管

理者報酬から期日前投票所投票立会人報酬まで六つの報酬を追加するも

のです。 

3 節　職員手当等、管理職特別勤務手当 2 万 4千円の減額です。選挙

における本手当については、1 万 8 千円から期日前投票管理者報酬及び

期日前投票立会人報酬分を差し引いて支給しており、このたびの改正に

よりこれらの報酬が増額となりましたので、その分減額となるものです。 

3 款、1項、10 ページの 1目、10節　需用費、消耗品費 38 万 5 千円の

追加です。11節　役務費 8万 7千円の追加です。内訳として通信運搬費

6万 4千円の追加、口座振込手数料 2万 3千円の追加です。18 節　負担

金,補助及び交付金 577 万 3千円の追加です。内訳として、北海道自治体

情報システム協議会負担金 14 万 3 千円の追加、定額減税調整給付不足額

給付金 563 万円の追加です。 

これらの補正につきましては、国が実施するエネルギー・食料品価格

等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、支援するための物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、以下臨時交付金と呼ばせてい

ただきますが、これを活用して、低所得世帯等へ給付金を給付するため

の予算措置となります。 

昨年度、定額減税が十分受けられない方を対象に「定額減税調整給付

金」の給付を実施しましたが、令和 6年分所得税額及び定額減税の実績

額等の確定により、当初調整給付金に不足が生じた方などに不足額を給

付するものです。 

それと、事務費として、コピー用紙等の消耗品、申請書等の送付、給

付金の振込、給付金の給付に伴うシステムの改修費等の経費を追加する

ものです。これらの経費は、臨時交付金で全額賄われます。 

3 目、18 節　負担金,補助及び交付金、特別養護老人ホーム人材確保対

策等支援補助金 700 万円の追加です。北海道福心会から介護保険制度が

改正され、報酬の引下げや人材確保のための人件費の上昇などで財政状

況が大変厳しい中、全国的な介護人材不足で、人材紹介会社に頼らなけ

れば人材確保が難しく、その紹介手数料や急激な物価高騰による給食材

料費等の増額など益々厳しい環境となっているため、村に財政支援の要

望がありました。地域の福祉サービスの低下を防ぎ、介護サービスの安
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 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

 定的な継続が必要でありますので、人材確保に掛かる対応費用及び給食

材料費の上昇額を基に補助していきたく追加するものです。 

4 款、1項、5目、18 節　負担金,補助及び交付金、11 ページの歯科診

療所医療確保支援事業補助金 291 万 5 千円の追加です。この件につきま

しては、村山歯科真狩診療所の医師が体調を崩され入院したことにより

代替えの医師派遣により診療を続けておりますが、派遣医師による診療

のため、診療日数が制限され、診療報酬が減少し、また、医師派遣に要

する費用もかさむ中、経営が大変厳しくなっている状況を考慮し、前年

度においては、昨年 11月から本年 3月までの代替医師の派遣費用につい

て、補助を実施してまいりました。現状においても代替えの医師による

診療が続いており、本村唯一の歯科診療所であり村民の健康保持のため

にも診療の継続が必要でありますので、本年 4月から本年 8月までの代

替医師の派遣費用について、引き続き補助していきたく追加するもので

す。 

なお、指定管理者である医療法人社団真鶴会村山歯科より本年 8月 31

日をもって指定管理者を辞退する旨の届出があり、これを了承しました

ので、新たな指定管理者の選定作業を速やかに進めてまいります。 

27 節　繰出金 94 万円の追加です。国民健康保険診療所事業特別会計

の補正に係る歳入歳出予算調整のため追加となります。 

3 項、1目、18 節　負担金,補助及び交付金、簡易水道事業会計補助金

272 万円の追加です。本年度も臨時交付金の配分がありましたので、エ

ネルギー・食料品価格等の物価高騰による村民への影響緩和を目的に水

道基本料金の減免を行うため、追加するものです。 

7 款、1項、1目、18 節　負担金,補助及び交付金、真狩村中小企業経

営承継事業補助金 50 万円の追加です。村内の中小企業の経営者の高齢化

や後継者の不在によって地元企業が存続できなくことを防ぐため、円滑

な事業継承の準備に必要な経費の一部を補助するもので、当初 1件を想

定しておりましたが、2件分の申請があることから追加するものです。 

4 目、8節　旅費、羊蹄山自然公園臨時作業員費用弁償 9万 6千円の追

加です。作業員の募集の結果、村外から通勤する作業員が増えたため追

加するものです。 

8 款、2項、12 ページの 1目　道路改良費は、財源更正となります。13

号橋長寿命化修繕工事への国庫交付金が予算配分により減額となりまし

たので、代わりに地方債を手当するもので、国道支出金を 2,411 万 7 千

円減額し、地方債を 2,410 万円と一般財源を 1万 7千円増額するもので

す。



26 

 議 事 の 経 過

 日 程 発 言 者 発 言

 3 目　除雪費も財源更正となります。除雪トラック専用車購入への国

庫交付金が予算配分により減額となりましたので、代わりに地方債を手

当するもので、国道支出金を 527 万 4 千円減額し、地方債を 450 万円増

額し、輸送費と諸経費が起債の対象外となることから一般財源を 77万 4

千円増額するものです。 

　10 款、5項、3 目、13 節　使用料及び賃借料、通信カラオケ機器リー

ス料 29 万 7 千円の追加です。公民館の利用促進を図る目的で、文化団体

や地域住民から要望が強いカラオケの機器をリースするもので、カラオ

ケ以外にも子どもの教育や大人の健康づくり、教育委員会が実施する各

種事業にも活用できることから追加するものでございます。 

　13 款、1項、2 目、22 節　償還金,利子及び割引料、起債償還利子 68

万 1 千円の追加です。財政融資資金や北海道信用金庫などの借入利率が

上がったため、追加するものです。 

歳出合計、補正前の額 29億 1,914 万 6千円、補正額 2,142 万 2 千円の

追加、補正後の額 29 億 4,056 万 8 千円となるものです。 

次に歳入を説明しますので、7ページを御覧ください。 

14 款、2 項、1目、2節　社会保障・税番号制度システム整備費補助金

63 万 8 千円の追加です。歳出で説明した戸籍システムの振り仮名対応に

掛かる費用の負担金に対する国の補助金となります。 

6 節　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 887 万 6 千円の追加

です。歳出で説明した定額減税調整給付不足額給付金と事務費及び水道

基本料金の減免に対する国の交付金となります。 

5 目、2節　防災・安全社会資本整備総合交付金 2,939 万 1 千円の減額

です。内訳として道路事業交付金 2,411 万 7 千円の減額、除雪機械交付

金 527 万 4 千円の減額です。歳出で説明したとおり、交付金が予算配分

により減額したためです。 

3 項、1目、1 節　総務管理費委託金、参議院通常選挙執行経費 2 万 8

千円の追加です。こちらも歳出で説明したとおり、投開票報酬の増額に

より国の委託金も追加となります。 

　16 款、1項、1 目、2節　滞納繰越分、建物貸付収入 48 万円の追加で

す。令和 6年度において、共済住宅の家賃に滞納が発生しましたので、

追加するものです。滞納者から分納の誓約書を取っており、本年度中の

完納に努めてまいります。 

19 款、8ページの 1項、1目、1節　前年度繰越金 1,219 万 1千円の追

加です。歳入歳出予算の調整のため追加するものです。この補正によっ

て前年度繰越金の留保財源は、2,932 万 6千円となります。
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議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

 

7 番 

(陰能裕一) 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

建 設 課 長 

(工藤秀三)

21 款、1項、5目、1節　道路整備事業債 2,860 万円の追加です。内訳

として橋梁長寿命化事業債 2,410 万円の追加、建設機械整備事業債 450

万円の追加です。道路事業交付金及び除雪機械交付金が減額となったこ

とから、地方債で手当するため追加するものです。 

歳入合計、補正前の額 29億 1,914 万 6千円、補正額 2,142 万 2 千円の

追加、補正後の額 29 億 4,056 万 8 千円となるものです。 

次に 4ページをお開きください。 

第 2表　地方債補正について、橋梁長寿命化事業債及び建設機械整備

事業債につきましては、ただいま説明した補正後の額に限度額を変更す

るものです。なお、起債の方法、利率、償還の方法については、記載の

とおりとなっております。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

7 番　陰能裕一君 

 

1 点だけ確認させてください。除雪費の除雪の機械の導入の関係だっ

たのですけれども、交付金が思ったほど配当が付いてこなかったので、

その分地方債に充てたり一般財源に回したりという説明だったかと思い

ます。ただこれは春の予算委員会の時の説明では、補助金の割合をかな

り厳しめに見ていたというような説明があったと思うのですけれども、

それでもなおこれだけ当たらなかったというか、当たりが少なかったと

いうか、そういう理解でよろしいのですよね。ということです。お答え

いただきます。 

 

答弁　工藤建設課長 

 

陰能議員の質問にお答えいたします。 

当初想定していた予算よりも少なくなったということでございますけ

れども、国に申請している額より少なくなったのは、やはり他町村の要

望額、除雪機械の更新ということの要望が多かったものですから、他の

ところとの総体的な国の予算の配分で少なくなったということで認識し

ております。以上です。 

　（陰能議員「終わります。」）
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 議 長 

(佐伯秀範) 

 

1 番 

(大平愼一郎)

　ほかに質疑はありませんか。 

　1番　大平愼一郎君 

 

　今回の補正予算の関係で、ちょっと 2つの予算の関係について説明を

求めたいと思います。 

　まず 1 点目なんですけれども、10 ページの 3 款、5項、3 目　高齢者

福祉費の 18 節の負担金,補助及び交付金、補助金で、特別養護老人ホー

ム人材確保対策支援補助金 700 万円の追加の補正ということでございま

す。これにつきましては、特養等の経営が昨今、多くの施設が厳しい状

況となっていることから、施設の運営は大変厳しいものということで御

苦労されているものと認識しております。今回の補正につきましては、

令和 6年度における人材紹介会社への紹介費用、これは 4名分で 532 万

円なにがしですか。さらに給食委託会社への材料費の費用高騰分 168 万

円と聞いてございます。先の委員会の資料によりますと、令和 4年度以

降は、積立てしたのを取崩しができずに、さらには 4年度には 1,200 万

円の借入れを行っているということであります。今回補正に係る経費の

増加は 6年度中に明らかに厳しいものであったという自覚があったもの

と想定できるところでございます。 

　そこで、この事態が発生した令和 6年度中において、特養と村との間

にこの関係の協議がなされていたのかどうなのか。あったとしたならば、

どのような協議をして進めてきたのかお聞きいたしたいと思います。 

もう 1点でございますけれども、12ページの 10 款、5項、3目　公民

館総務費の 13節　使用料及び賃借料、使用料の通信カラオケ機器リース

料 297 万円の追加補正でございます。申し訳ございません、29万 7千円

でした。29 万 7 千円の追加補正でございます。この点については、各 3

点についてお聞かせ願いたいのですけれども、目的等でございますけれ

ども、この予算計上については、文化団体及び地域住民からの要望があ

ったということとか、桂長寿大学、公民館講座での活用、文化サークル、

子ども食堂での活用を考えているということの説明が先の委員会で出さ

れたような気がいたしております。これらについては、もう少しこの利

用方法なり要望について詳しい説明ができるのであるならば、していた

だければいいかなと思っております。 

さらに、2点目でございます。この予算書の中では、リース料となって

おります。リースの契約期間は、多分単年ずつ更新していくという考え

になっているのかなと思っておりますけれども、2 年目以降もリース契

約を約束をしていくのかどうなのか、その辺の確認をさせていただきた
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議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

 

住 民 課 長 

(秋山秀敏)

いなと思っております。 

　3 点目でございます。このカラオケの関係の 3 点目で、これは通信カ

ラオケということであり、今はほとんど通信カラオケなんですけれども、

通信料がこれは発生するのではないかと思っております。このリース料

は、その通信料も含めたリース料なのかどうなのか。通信料はどのよう

になっているのか、その辺を確認をさせていただきたいと思います。 

　よろしくお願いいたします。 

 

　ただいま大平議員から、3目、18 節、特別養護老人ホームの関係、そ

れからそのあと、公民館総務費、通信カラオケに関する質問がありまし

た。それぞれ答弁お願いいたします。 

　秋山住民課長 

 

　大平議員の質問にお答えしたいと思います。 

　特別養護老人ホームの支援の関係について、この間の話の経過につい

ての質問と認識しております。人材の部分につきましては、6 年度初め

頃、今まで募集していたハローワークとか、そういうような職員づての

部分について公募しているけれども、人が集まらないというような状況

になっていまして、この分でいきますと、この人員基準等が羊蹄園には

掛かっておりますので、そこが穴を空けますと、収入について大きく減

少するというようなことを受けてました。その中で、最終的な手段とい

いますか、人材紹介会社を通じて、専門的な職員の確保をしなければな

らないというふうなことで伺っていたところです。その後、この間、人

員等補充した中でやってはきてましたけれども、年前は大体契約人数で

47 とか 8とかの入所の利用の契約がありましたけれども、年明け以降、

入所者について、ちょっと言葉では失礼かもしれないですけれども、亡

くなる方が多く、1月とか 2月については、契約者数は大体 40前半です

ね、のような状況になっておりました。その中で、年前については、お

おむね順調にはきていたのですけれども、大きく影響がないんじゃない

かというような話を聞いていたところであります。ただ、年明け以降の

この大幅な入所者さんが亡くなるですとか、その中でもまた入所者のう

ち、長期入院するような方も多く出たと聞いており、その分で大きく収

入が減となる結果となったと伺っているところであります。そのため、

3 月ぎりぎりまで、その大きく与える状況が正確に把握できなかったと

いうところとなっております。 

説明については、以上であります。
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 議 長 

(佐伯秀範) 

教 育 次 長 

(高橋和義)

　高橋教育次長 

 

　大平議員の御質問のほうにお答えしたいと思います。 

　通信カラオケ機器に関して、まず 1点目の目的でございますけれども、

内容としては、公民館の利用促進、そして教育委員会が行います社会教

育事業の内容充実のために、今回整備のほうをさせていただきたいとい

うふうに考えてございます。 

　教育委員会のほうで行う社会教育事業ですけれども、先ほど議員のほ

うからもおっしゃっていただいたように、桂長寿大学、今年度から「桂

大学」と名称を変えて行っていく計画でございますけれども、そういっ

た参加者の方に、この機器につきましてはカラオケ自体を歌うという機

能はもちろんですけれども、他にも映像ですとか音楽とか音声を使って

の様々な豊富なコンテンツが用意されております。大人向けのものでご

ざいましたら、健康体操ができるとか、脳のトレーニング、あるいはク

イズ、そういったことで皆さんが楽しめるようなコンテンツのほうが含

まれている機器になってございます。そういったものを活用しながら、

桂大学ですとか、公民館講座、また、読書まつり等の読書活動のほうに

活用してまいりたいというふうに考えております。 

今、読書まつりのほうにも活用したいという御説明をいたしましたけ

れども、子ども向けのほうでは、ダンス教室だとか、あとはいろんな手

遊び、これは小さいお子さん向けになるかなと思うのですが、あるいは

英語学習もできたりだとか、そういった様々な機能が備わっております

ので、そういったものも活用しながら、社会教育をより充実させていき

たいというふうに考えております。 

また、公民館の利用促進の面ということでは、現在公民館を利用され

ている文化サークルですとか、また、子ども食堂なんかも多く利用され

ておりますけれども、そういった方々にあらかじめ、やはりこういった

ことの、もし整備したらといったことで御意見のほうを聞かせていただ

くと、やはり自らの事業等に活用したい、楽しい活動ができるのではな

いかと、そういったお声もいただいておりますので、整備をされた暁に

は、こういった利用団体のほうの日頃の活動の中にもこちらのものを取

り入れて行っていただくことによって、より公民館が親しみやすい機関

として利用促進のほうが図られるのではないかというふうに考えている

ところです。 

また、リースの期間ですけれども、今年度につきましては、予算のほ

うでは 7月から来年 3月までの 9か月間ということで、予算提案をさせ
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議 長 

(佐伯秀範) 

1 番 

(大平愼一郎)

ていただいております。リース会社のほうからは、期間については 5年

間、60 か月というようなお話がありますけれども、年度途中での解約も

認められていると。年度途中というか、その期間内ですね。についても

問題なく対応できるといったようなお話を聞いておりますので、できれ

ばこの機械を導入しまして、どういった有効性があるかとか、皆さんの

ほうに親しまれて使えるものであれば、長期間の導入のほうを検討して

まいりたいと思いますけれども、場合によってはそういったことで、途

中で契約を解除するということもあり得るかなというふうに考えている

ところです。 

　3点目ですけれども、通信料のお話、質問をいただきました。通信料に

つきましては、年額でいうと 29 万 7 千円、先ほど 9 か月分と申しまし

た。月額でいうと 3万 3千円になりますが、この 3万 3 千円のリース料

の中に通信料が含まれている金額となってございます。通信料について

は 1万 1千円というふうにお聞きしておりますので、3分の 1が通信料、

他の 2万 2千円でその機器のリース料というような内訳になってござい

ます。 

　私のほうは以上です。 

 

　大平愼一郎君 

 

　多岐にわたる質問に御答弁いただきありがとうございます。 

　まず最初に、老人ホームの関係について再質問させていただきたいと

思います。おおよそ、ちょっと私の知らない部分も聞き取れて、理解が

できたものと思います。要は年度の後半、新年度になってから、要する

に入所者の減なりが多くなって、そこで収入がかなり減ったと。それで

なければ、この人材紹介会社への負担についても村の助成を求めなくて

も大丈夫であったのかなということの答弁だったのかなと思っておりま

す。そういうことであるならば、今回の助成について、私もちょっと不

可思議だったのが、令和 6年度に発生した人材紹介会社の負担であった

にもかかわらず、今、新年度に入って、7年度に入って、今 6月のこの定

例会の補正で補正をかけるということは、かなり不足しているのでない

か。不足というか遅れているのでないかなという気がいたしました。そ

ういう中で、新年度となった理由については、秋山課長の言われたこと

なのかなと思っておりますが、この関係についての協議が、要するに新

年度始まる前、1 月から 3 月の間に協議されて、補正が必要だというこ

とになったということなのでしょうか。その辺もう一度お答えをいただ
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 ければと思っております。 

　次に、通信カラオケの関係でございますけれども、今お聞きしたとこ

ろによりますと、桂長寿大学とか、公民館の主たる事業の関係について

は、かなり有効に活用できるという部分を説明をいただきました。ただ、

文化団体のサークル及び、これは子ども食堂ですか、そういう部分につ

いてはちょっと私は疑念を生じているところでございます。文化団体の

サークル自体が、例えばこれはいろいろ書道なら書道の腕を上げるとか、

絵画なら絵画を楽しむだとか、絵画の腕を上げるとか、そういうような

ものであって、そこにカラオケが入ってくるというのは、なかなか組織

の活動の本旨からずれているように思いますし、実際にそういうような

組織が活用するかどうかも疑問に感じるところでございます。また、子

ども食堂についても、子どもだけでなくてみんなの食堂というのですか、

お年寄りから子どもまで、みんなで住民の方々、孤食になっている方も

集って、いろいろ楽しみましょうとかというところに、なかなかカラオ

ケが入ってくるということになったら、そこら辺は楽しむ趣旨がかなり

違ってくるのでないかなと思っております。その辺の利用に関する考え

方について、今一度説明ができれば説明をいただければと思います。 

　リース料の関係については、とりあえず 5年間はお願いしますよとい

うことで、きっとこれはかなりの期間縛られるのでないかなという気が

したのですけれども、ただその間解約は可能であるということなので、

やってみてなかなかこれが不具合が生じた場合は、それはやめるという

ことで、そういう保険を付けているのであるならば、購入するよりもま

だよかったのかなと思いますけれども、ただこれは縛られるのであるな

らば、購入する方がきっとリース代を掛けるよりもお得なのでないかな

と、そういうような気がして質問させていただきましたけれども、この

辺については、理解できたところでございます。 

　あとは、通信費の負担の関係については、これは月額 3 万 3千円の中

に含まれているということは、かなりお安いかなと、なんとなく気がし

ます。ちょっと私も経験の中で、真鶴会の所有している機器の通信料が

もっと高いのですよね。実際にカラオケの部分と、先ほど次長がおっし

ゃったようないろんなコンテンツ、体操がありますよ、脳トレもありま

すよとか、手遊びもありますよとか、そういうものも社協の事業として

取り組むのですが、そういうことも含めて多分これは金額で言ったら、

私の記憶で言うと、年間 15万円を超える金額が通信料が掛かる。実際に

多分年額計算したら、約 40万円でしたか 30万円の金額が 40 万円ぐらい

になるのでないかなと思いますけれども、通信料の比率がちょっと低い
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議 長 

(佐伯秀範) 

 

住 民 課 長 

(秋山秀敏)

のかなという気がしますけれども、それはそれで多分調査したものだか

ら大丈夫なのかなと思っております。 

　もう 1点なんですけれども、これは利用者、公民館が実施する事業に

ついては、当然利用負担はないと思うのですけれども、今、社会福祉協

議会にある真鶴会の機器、金丸氏から寄贈を受けて預かってやっている

ものについては、これは利用者負担があるのですね。真鶴会のカラオケ

サークルについては、月々の利用負担があって、そういうものを含めて

通信料を払っている。そして例えば社協で実施しているリフレッシュ体

操についても参加者から月々の金額をいただいて、通信料を支払ってい

るというような状況でございます。だから、この通信料が込みでありま

すけれども、通信料について、利用者の負担というのはどのようになっ

ていくのかということをお聞かせ願いたいと思います。これが無料とす

るのであるならば、同じ村関連施設の中において、福祉目的と社会教育

目的の負担の格差が出てくるのでないかなと思いますけれども、その辺

の見解をお伺いいたしたいと思います。 

　よろしくお願いいたします。 

 

　答弁願います。 

　秋山住民課長 

 

　大平議員の質問にお答えしたいと思います。 

　早い時期ですか、1 月以降、それなら分かったんじゃないかという部

分、それが分かったのが、正確にそういうことが、もう大変だというこ

とが分かったのがいつなのかというような部分で捉えたところでありま

す。昨年度については、やっぱり 1月以降、利用契約が 40名になった部

分ではございます。ただ、その前年、4年とか 5年におきましては、通常

この期間においてもはやりものですか、流行性のインフルエンザとかあ

りますけれども、そういう中においても、大体 50 名近い、48 名とか 47

名の利用契約を確保して進んでいた状況もあり、その中、ちょっと今年

は年始め、ちょっと特殊な要因も重なったのかなという形で認識してい

たところであります。そんなこともあり、お話の中では 3 月まで、今ま

での、これまでの状況を勘案すると、もうちょっと収益性ですか、があ

るのではないかということで、そうなってくると、ちょっと 3月まで様

子を見なければいけないというような状況となっておりました。それで、

2 月におきましても、ちょっと利用契約のほうにつきましては伸びはな

かったのですけれども、その反面、医療機関に入院する人も少なかった
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議 長 

(佐伯秀範) 

教 育 次 長 

(高橋和義)

というふうに伺っております。それであれば、3月、このまま順調に利用

契約と、あと長期医療機関に入院するような人が少なければ、ある程度、

前々年度とかそれまでの収益性が確保できるんじゃないかというふうな

部分ではいて、3月にそこら辺をもう 1回確認しましょうということで、

確認したところでありますので、なんと言いますか、6 年度については

特殊というか、通年、今までの傾向がちょっと当てはまらなかったとい

うような部分もあり、このような時期の提案となったことを御理解いた

だければというふうに思います。 

　以上です。 

 

　高橋教育次長 

 

　大平議員の御質問のほうにお答えしたいと思います。 

　1 点目の、通信カラオケ機器を導入した場合の公民館利用団体さんへ

の具体的な活用方法、どのようなことをしていただけるかといったよう

な御質問だったかと思います。我々としても、議員おっしゃるように、

今公民館で実際に活動されている文化サークルさん、短歌会の方とか書

道サークルの方とか、そういった方が活動の中心にやられているのです

けれども、なかなかそういった日頃の活動の中にカラオケというのは難

しい面があるのかなと思いますけれども、今後そういったサークルの方

と御相談、お話合いする中で、そういった活動の合間とか前後とかにも

こういったことを使っていただけないかと。また、カラオケ機能以外に

も、さっき言った様々なコンテンツがありますので、そういったものを

合間に使っていただきながら、少し楽しみながら活動していただきたい

なというふうに考えている次第です。子ども食堂さんについても同様な

んですけれども、そういったカラオケやコンテンツ、実際に導入した後

に見ていただいて、どういったものが使っていただけるのかとか、いろ

いろ相談しながら有効活用していただきたいなというふうに思っている

ところです。 

　2 点目の通信料、月額 3 万 3 千円、またそのうちの通信料が 1 万 1 千

円だという御説明をいたしました。金額につきましては、業者のほうか

ら見積り等も聴取した中で金額のほうを確認してございますし、既に近

隣町村でこのリースの形態で導入をしている町村もございまして、一度

現地のほうを確認をして見せてもらったのですけれども、その中でも、

この金額と同様の形で契約をして運営されているといったような話を伺

っておりますので、金額的には間違いないのかなというふうに思ってい
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議 長 

(佐伯秀範) 

1 番 

(大平愼一郎)

るところです。 

　利用負担、実際に導入した場合、使われる方の通信料等の利用負担の

問題ですけれども、教育委員会といたしましては、こういった機器を整

備した場合については、先ほど申し上げたように公民館の利用促進です

とか、あるいは授業のほうで使うといったことで、教育委員会発信のほ

うでこちらの方を提供するというか、使っていただきたいというような

ことで考えておりますので、利用負担のほうは教育委員会のほうでは今

考えてはいなかったところではございます。ただ、議員おっしゃるよう

に、公平性の問題とかもございますので、そちらについては今後住民課

との協議も必要かなというふうには思っておりますけれども、現段階で

は利用料を徴収しない形で進めていきたいなというふうに思っていると

ころです。以上です。 

 

　大平愼一郎君 

 

　ちょっと時間が掛かって申し訳ございません。最後の質問になります。 

　まず老人ホームの関係でございますけれども、令和 6 年度に介護報酬

の改定、これは 3年に一度の介護報酬の改定がなされたものと思ってお

ります。そのような中で、これは私も初めて知ったわけでございますけ

れども、入所者の大幅な減があった、そのような特殊事情があったにせ

よ、財源不足が生じたということは、今後もこのような事態になること

は想定できます。一時的な施設整備等の助成であれば理解ができるので

すけれども、施設運営に掛かる経費のように思いますし、毎年発生する

ということも、これは否定ができないものと思っております。仮にその

ような事態が 7年度以降も続くとなった場合については、村としてはど

のようなお考え、対応をしていくのか、お聞かせ願いたいと思います。 

　次に、公民館のカラオケの関係でございますけれども、これは社会教

育に限らずですけれども、村の年間の事業予定については、主に予算編

成の前の段階で作られているのが通常であると思っております。この年

度の途中において急に機器を導入するというのは、当初予定の事業内容

を変更していくということなのか。当初計画の事業内容の変更までして

機器の導入が果して必要なのかどうなのか。このような予算は、年度当

初に計上するのが、私個人的には自然のような気がいたしますけれども、

その辺についての見解をお聞きいたしたいと思います。 

　もう 1点なんですけれども、真鶴会のカラオケの機器については、御

存じのとおり村の敬老会、芸能発表大会、今は芸能発表大会と言わない
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議 長 

(佐伯秀範) 

 

村 長 

(岩原清一)

のですか。そういう村の事業にも使っておりますし、商工会のお盆の祭

り、過去には、今も使っているかどうかわからないですけれども、地域

のお祭りなどにも貸出しをし、多くの村民がその利用に供していたもの

と思っております。そして、この関係については、真鶴会のサークルの

資金造成、会費の負担軽減にもつながっていたものと思っております。

今でもこれは十分に利用できる機器であると私は思っておりますし、今

拙速に、しかもこの年度の途中に予算付けの必要がどうなのかなという

ような気持ちがございます。もう少し慎重に進めた方が、他の利用の設

備、真鶴会のものとかそういうものもありますし、その辺について御答

弁いただければと思います。 

　以上でございます。 

 

　答弁お願いいたします。 

　答弁　岩原村長 

 

　ただいまの大平議員の御質問にお答えしたいと思います。 

　特養につきましては、先般の議会の中でも私が言いましたとおり、村

としての産業の一つである。それからうちの福祉サービスの機関を支え

る大切な施設であるというふうな認識を持っております。赤字につきま

しては、いろいろな社会的背景の中で、福心会だけが原因をしているも

のではないというふうにも私は認識しておりますし、前の答弁でも言い

ましたけれども、企業努力をしていただくということは前提ですが、今

後も、もし特養の方で厳しい状況であれば、相談に、協議に応じていき

たいというような気持ちでございます。 

　それから、カラオケの機械でございますが、補正予算でということで

ございます。当初、予算の中でその部分が盛り込まれていなかったとい

うことでございますが、先般の議会で、地域の方がすごい要望があると

いうようにお伺いしまして、どうせ皆さんの要望に応えるのであれば、

補正で早急に皆さんの要望に応えていきたいというような思いで補正と

させていただいたということでございます。 

　それで、真鶴会の通信料の件でございますが、手法が昔の機械と今の

機械では違うのですね。通信料の考え方が。それで、真鶴会のやつはイ

ンターネット回線による通信料で、その当時の通信価格で契約している

のかなというふうに思います。今のは、携帯電話と一緒な感じでござい

まして、機械自体に受信機が付いているというようなことでございまし

て、携帯の契約と同じような金額まで、今の現状でいうと下がっている
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議 長 

(佐伯秀範) 

 

教 育 次 長 

(高橋和義) 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

〃 

 

 

〃 

 

〃

のかなというふうに考えているものでございます。それから真鶴会の通

信料につきましては、うちのほうで補助金として、真鶴会の補助金に通

信料を上乗せして今交付しているというようなことでございます。全額

かどうかというのはちょっと分かりませんが、それは真鶴会とのお話合

いの中でしているというようなことでございます。 

　答えは以上でございます。 

 

　（大平議員「最後の質問に対しての答弁がなかったのですが、要する

に真鶴会の資金調整なりする事業を真鶴会の持っているもので展開して

いる。だから、実際にそういうものも十分に活用できるという中で、今

回拙速に購入予算を立てるということはどうだったのかなということの

答弁をいただいていないのですけれども。その答弁がないのであれば、

それでいいです。」） 

 

　答弁盛れということで、答弁願います。 

　高橋教育次長 

 

　大平議員の御質問にお答えしたいと思います。 

　通信カラオケ機器につきましては、今回リース契約の形態で導入をい

たしたいと思っております。このリース契約の中には、教育委員会、村

が行う以外の者への貸出しというのを原則禁止されておりますので、そ

ういった民間等への貸出しというのは想定はしておりませんし、そうい

った真鶴会さんの状況なんかもお聞きしながら、そういったものは対応

してまいりたいというふうに考えておりますので、御理解のほどよろし

くお願いいたします。 

　（大平議員「了解いたしました。」） 

 

　これで質疑を終わります。 

 

　12 時を過ぎましたので、ここで休憩をとります。 

　昼食のため休憩をとり、1時 30 分より会議を再開いたします。 

　 

　休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

　それでは、これから討論を行います。 

　討論はございませんか。（なし）
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日程 14

議 長 

(佐伯秀範) 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

 

　これから議案第 6号　令和 7年度　真狩村一般会計補正予算(第 1号)

を採決します。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　議案第 6号　令和 7年度　真狩村一般会計補正予算(第 1号)は、原案

のとおり可決されました。 

 

　日程　１４ 

　議案第 7号　令和 7年度　真狩村国民健康保険診療所事業特別会計補

正予算(第 1号)を議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第 7号　令和 7年度真狩村国民健康保険診療所事業特別会計補正

予算(第 1号) 

　令和 7年度真狩村国民健康保険診療所事業特別会計補正予算(第 1号)

は、次に定めるところによる。 

　第 1条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 94万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,735 万 8 千円とする。 

　第 2項　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第 1表　歳入歳出予算補正」によ

る。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

それでは、歳出より説明しますので、7ページをお開きください。 

1 款、1項、1目、10節　需用費、施設等維持修繕 93万円の追加です。

診療所に設置している全熱交換型換気設備が故障したため修繕費を追加

するものです。 

2 款、1項、2目、22節　償還金,利子及び割引料、起債償還利子 1万
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日程 15

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃

円の追加です。財政融資資金の借入利率が上がったため、追加するもの

です。 

歳出合計、補正前の額 2,641 万 8 千円、補正額 94 万円の追加、補正後

の額 2,735 万 8千円となるものです。 

次に歳入を説明しますので、6ページをお開きください。 

2 款、1項、1目、1節　一般会計繰入金が 94 万円の追加です。歳入歳

出予算の調整のため追加となります。 

歳入合計、補正前の額 2,641 万 8 千円、補正額 94 万円の追加、補正後

の額 2,735 万 8千円となるものです。 

以上、御審議のほどよろしくお願いします。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。（なし） 

 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。（なし） 

 

討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 

これから議案第 7号　令和 7年度　真狩村国民健康保険診療所事業特

別会計補正予算(第 1号)を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

（異議なし） 

 

異議なしと認めます。 

議案第 7 号　令和 7年度　真狩村国民健康保険診療所事業特別会計補

正予算(第 1号)は、原案のとおり可決されました。 

 

日程　１５ 

議案第8号　令和7年度　真狩村後期高齢者医療特別会計補正予算(第
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副 村 長 

(長船敏行) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長

1号）を議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第8号　令和 7年度真狩村後期高齢者医療特別会計補正予算(第 1

号） 

　令和 7年度真狩村後期高齢者医療特別会計補正予算(第 1号）は、次に

定めるところによる。 

　第1条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4万7千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 4,067 万円とする。 

　第 2項　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第 1表　歳入歳出予算補正」によ

る。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

それでは、歳出より説明しますので、7ページをお開きください。 

2 款、1項、1目、18 節　負担金,補助及び交付金、北海道後期高齢者

医療広域連合保険料等負担金 4万円追加です。前年度の徴収保険料の額

の確定により負担金を追加ものです。 

3 款、1項、1目、22 節　償還金,利子及び割引料、保険料還付金 7千

円の追加です。被保険者の異動に伴う清算により追加するものです。 

歳出合計、補正前の額 4,062 万 3 千円、補正額 4万 7千円の追加、補

正後の額 4,067 万円となるものです。 

次に歳入を説明しますので、6ページを御覧ください。 

4 款、1項、1目、1節　繰越金、前年度繰越金 4万円の追加です。歳

入歳出予算の調整のため追加するものです。今回の補正により留保財源

全額を予算措置いたしました。 

5 款、1項、1目、1節　雑入 7千円の追加です。歳出で説明した被保

険者の異動に伴う清算により、北海道後期高齢者医療広域連合からの還

付金となります。 

歳入合計、補正前の額 4,062 万 3 千円、補正額 4万 7千円の追加、補

正後の額 4,067 万円となるものです。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま
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日程 16

(佐伯秀範) 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

す。 

　質疑はありませんか。（なし） 

 

　質疑なしと認めます。 

　これで質疑を終わります。 

 

　これから討論を行います。 

　討論はありませんか。（なし） 

 

　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

 

　これから議案第 8号　令和 7年度　真狩村後期高齢者医療特別会計補

正予算(第 1号）を採決します。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　議案第8号　令和7年度　真狩村後期高齢者医療特別会計補正予算(第

1号）は、原案のとおり可決されました。 

 

　日程　１６ 

　議案第 9号　令和 7年度　真狩村簡易水道事業会計補正予算(第 1号)

を議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第 9号　令和 7年度真狩村簡易水道事業会計補正予算(第 1号) 

　第 1条　令和 7年度真狩村簡易水道事業会計の補正予算(第 1号)は、

次に定めるところによる。 

第 2条　令和 7年度真狩村簡易水道事業会計予算第 3 条に定めた収益

的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

　収入　第 1款　簡易水道事業収益、補正予定額は、第 1 項　営業収益

と第 2項　営業外収益の補正額により 0円となるため、額の補正はなく

て、1億 1,909 万円となります。
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 　支出　第 1款　簡易水道事業費用、補正予定額を 32万 7千円追加し、

補正後の予算額を 1億 1,327 万 3千円とするものです。 

　第 3条　予算第 9条に定めた経費の金額を次のように改める。 

　他会計補助金、補正予定額を 272 万円追加し、補正後の予算額を 9,030

万 1千円とするものです。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

 

　それでは、補正の内容について、第 2条の収益的収入及び支出の支出

より説明しますので、7ページの補正予算明細書をお開きください。 

1 款、1項、2目、16 節　修繕費、施設等維持修繕 31 万 4 千円の追加

です。これまでの漏水工事などにより修繕費の予算残額が少なくなって

きており、今後の突発的な修繕等に備え追加するものです。これにより

1項　営業費用の補正後の額は 1億 778 万 6 千円となります。 

2 項、1目、1節　企業債利息、起債償還利子 1万 3千円の追加です。

北海道信用金庫の借入利率が上がったため、追加するものです。これに

より 2項　営業外費用の補正後の額は 543 万 7千円となります。 

次に収入を説明しますので、6 ページの補正予算明細書を御覧くださ

い。 

1 款、1項、1目、1 節　給水収益、水道使用料 272 万円の減額です。

臨時交付金を活用し、エネルギー・食料品価格等の物価高騰による村民

への影響緩和を目的に全世帯の 2か月分の水道基本料金、1 世帯当たり

2,720 円となりますが、減免を行うものです。世帯数は、月平均 1,000 世

帯を見込んでおります。これにより1項　営業収益の補正後の額は4,218

万 7千円となります。 

2 項、1目、1節　他会計補助金 272 万円の追加です。減免する財源を

臨時交付金として、一般会計から補助を受けるため追加するものです。

これにより2項　営業外収益の補正後の額は7,690万3千円となります。 

次に、4ページの予定キャッシュフロー計算書を御覧ください。 

今説明した支出の 1 款　簡易水道事業費用の補正額 32 万 7 千円の財

源を(1)業務活動によるキャッシュ・フローの一番上の当年度純利益から

充当することから、この金額は 32 万 7 千円減額の 488 万 7千円となりま

す。これにより関連する項目の金額も変更となりますが、一番下の資金

期末残額は、32 万 7 千円減額の 1,399 万 8 千円となります。 

また、5ページの予定貸借対照表の 2　流動資産、(1)現金預金が 32 万

7 千円減額の 1,399 万 8 千円となります。これにより関連する項目の金
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議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

 

4 番 

(佐々木義光) 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

建 設 課 長 

(工藤秀三) 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃

額も変更となりますが、資産合計及び一番下の負債・資本合計は、それ

ぞれ 32 万 7 千円減額の 17億 278 万 4千円となります。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

4 番　佐々木義光君 

 

5 ページの予定貸借対照表の資本の部の中に、利益剰余金 426 万 8 千

円が計上されておりますけれども、この部分については利用者の負担分

も入っておりますので、今後においてどのような使われ方をしていくの

か。次年度の運用にそのまま使っていくのか。若しくは固定資産の取得、

修繕に使われていくのか、考え方をお示し願いたいと思います。 

 

答弁　工藤建設課長 

 

ただいまの佐々木議員の質問にお答えいたします。 

予定している利益剰余金につきましては、漫然と積み上げるものでは

なくて、具体的な使途を明確にして計画に活用していきます。優先順位

としては、まず老朽化が進む簡易水道の本管の更新と施設の修繕等、施

設投資に充当します。また、将来的に起債の償還に充てることで金利負

担の軽減を図り、財政の健全化を推進してまいります。 

以上です。 

（佐々木議員「終わります。」） 

 

ほかに質疑はありませんか。（なし） 

 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。（なし） 

 

討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。
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日程 17

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

副 村 長 

(長船敏行)

　これから議案第 9号　令和 7年度　真狩村簡易水道事業会計補正予算

(第 1号)を採決します。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　議案第 9号　令和 7年度　真狩村簡易水道事業会計補正予算(第 1号)

は、原案のとおり可決されました。 

 

　日程　１７ 

　議案第 10 号　令和 7 年度　真狩村公共下水道事業会計補正予算(第 1

号)を議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　副村長　長船君 

 

　議案第10号　令和7年度真狩村公共下水道事業会計補正予算(第1号) 

　第1条　令和7年度真狩村公共下水道事業会計の補正予算(第1号)は、

次に定めるところによる。 

　第 2条　令和 7年度真狩村公共下水道事業会計予算第 3 条に定めた収

益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。また、企業債の借入

額を 1,690 万円に改める。 

　収入　第 1款　公共下水道事業収益、補正予定額を 400 万円減額し、

補正後の予算額を 1億 5,929 万 2千円とするものです。 

　支出　第 1款　公共下水道事業費用、補正予定額を 1 万円追加し、補

正後の予算額を 1億 3,916 万 4 千円とするものです。 

　第 3条　予算第 5条で定めた企業債の限度額を次のとおり改める。 

　(下水道債)ストマネ計画実施設計と、(過疎債ハード)下水道事業の補

正予定額をそれぞれ 200 万円追加し、補正後の限度額をそれぞれ 800 万

円とするものです。これにより、補正後の限度額の合計は、1,690 万円と

なります。 

　令和 7年 6月 19 日提出 

　真狩村長　岩原清一 

　 

　それでは、補正の内容について、第 2条の収益的収入及び支出の支出

より説明しますので、7ページの補正予算明細書をお開きください。
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議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

〃

1 款、2項、1目、1節　企業債利息、起債償還利子 1万円の追加です。

北海道信用金庫の借入利率が上がったため、追加するものです。これに

より 2項　営業外費用の補正後の額は 331 万 1千円となります。 

次に収入を説明しますので、6 ページの補正予算明細書を御覧くださ

い。 

1 款、2項、2目、1 節　国庫補助金 400 万円の減額です。ストックマ

ネジメント計画実施設計への国庫補助金が予算配分により減額となりま

した。これにより 2項　営業外収益の補正後の額は、1 億 3,174 万 8 千

円となります。 

また、補助金の減額分については、代わりに地方債で手当することか

ら、表紙の第 2条、第 3条で説明したとおり企業債 400 万円の追加とな

ります。 

次に 4ページの予定キャッシュフロー計算書を御覧ください。 

ただいま説明した収入の国庫補助金 400 万円の減額分と支出の起債償

還利子 1 万円の追加分合わせた補正額 401 万円の財源を(1)業務活動に

よるキャッシュ・フローの一番上の当年度純利益から充当することから、

この金額は 401 万円減額の 2,017 万 8千円となります。 

また、(3)財務活動によるキャッシュ・フローの建設改良費等の財源に

充てるための企業債による収入の金額は、400 万円増額の 1,690 万円と

なります。これらにより関連する項目の金額も変更となりますが、一番

下の資金期末残額は、1万円減額の 1,276 万 5千円となります。　 

また、5ページの予定貸借対照表の 2　流動資産、(1)現金預金が 1万

円減額の 1,276 万 5 千円となります。また、3　固定負債、(1)企業債が

400 万円増額の 1 億 3,368 万 1 千円となります。これらにより関連する

項目の金額も変更となりますが、資産合計及び一番下の負債・資本合計

は、それぞれ 1万円減額の 15 億 8,830 万 3 千円となります。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。（なし） 

 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 

これから討論を行います。
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日程 18

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

7 番 

(陰能裕一)

　討論はありませんか。（なし） 

 

　討論なしと認めます。 

　これで討論を終わります。 

 

　これから議案第 10 号　令和 7 年度　真狩村公共下水道事業会計補正

予算(第 1号)を採決します。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　議案第 10 号　令和 7 年度　真狩村公共下水道事業会計補正予算(第 1

号)は、原案のとおり可決されました。 

 

　日程　１８ 

　発議第 1号　ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産

業施策の充実・強化を求める意見書の提出についてを議題とします。 

　提出者　陰能裕一君より提案理由の説明を求めます。 

　陰能裕一君 

 

　発議第 1号 

令和 7年 6月 19 日 

真狩村議会議長　佐伯秀範様 

提出者　真狩村議会議員　陰能裕一 

賛成者　真狩村議会議員　向井忠幸 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・

強化を求める意見書の提出について 
　上記の議案を、別紙のとおり会議規則第 14条第 1項及び第 2項の規定

により提出します。 

　意見書の朗読をもって、提案理由の説明に代えさせていただきます。 

 

　ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・

強化を求める意見書（案） 

　本道の森林は、全国の森林面積のおよそ 4分の 1を占め、地球温暖化

防止や国土の保全、林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されてお
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進める必要がある。 

全国一の森林資源を有する北海道において本村と道が連携し、2050

年カーボンニュートラルの実現に向けて、伐採後の着実な植林による森

林の若返りや長期間炭素を固定する木材利用の促進、化石燃料の代替と

なる木質バイオマスの利用促進など森林吸収源対策を積極的に推進する

責務を担っている。 

　本村をはじめ、道内各地域では、森林資源の循環利用に向けて、森林

整備事業や治山事業など国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、

優良種苗の安定供給、山地災害の防止、木造建築物の整備、森林づくり

を担う人材の育成など、様々な取組を進めてきたところである。 

　本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社

会の形成に貢献するためには、活力ある森林づくりや道産木材の利用、

防災・減災対策を一層進め、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・

林業・木材産業施策の充実・強化を図ることが必要である。 

よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。 

記 

1　地球温暖化や山地災害の防止など森林の多面的機能の持続的な発揮

に向けて、新たに策定された「国土強靱化実施中期計画」に基づき、

伐採後の着実な植林、適切な間伐、路網の整備や、防災・減災対策の

推進に必要な予算を十分に確保すること。 

2　森林資源の循環利用を推進するため、優良種苗の安定供給、鳥獣害・

病虫害など森林被害対策、ICT 等の活用によるスマート林業の推進、

木材加工・流通体制の強化、建築物の木造・木質化や木質バイオマス

の熱利用の促進などによる道産木材の需要拡大、外国人材も含めた森

林づくりを担う多様な人材の育成・確保などに必要な支援を充実・強

化すること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により提出する。 

令和 7年 6月 19 日 

北海道真狩村議会 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部

科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復

興大臣　宛 

 

　慎重審議の上、採択賜りますよう、よろしくお願いします。
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日程 19

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

6 番 

(福田恵子)

　ただいま提案理由の説明が終わりましたが、本案については質疑及び

討論を省略し採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　したがって、本案については質疑及び討論を省略し採決することに決

定しました。 

 

　これから発議第 1号　ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林

業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書の提出についてを採決し

ます。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　発議第 1号　ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産

業施策の充実・強化を求める意見書の提出については、原案のとおり可

決されました。 

 

　日程　１９ 

　発議第 2号　地方財政の充実・強化に関する意見書の提出についてを

議題とします。 

　提出者　福田恵子君より提案理由の説明を求めます。 

　福田恵子君 

 

発議第 2号 

令和 7年 6月 19 日 

真狩村議会議長　佐伯秀範様 

提出者　真狩村議会議員　福田恵子 

賛成者　真狩村議会議員　安藤義明 

地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について 
　上記の議案を、別紙のとおり会議規則第 14条第 1項及び第 2項の規

定により提出します。 

地方財政の充実・強化に関する意見書（案）については、朗読をもっ

て提案説明に代えさせていただきます。
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 いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化に伴う社会保障制度の

整備、子育て施策、人口減少下における地域活性化対策はもとより、DX

の推進、脱炭素化、物価高騰対策など、極めて多岐にわたる新たな役割

が求められています。加えて、多発化する大規模災害への対応や新興感

染症への備えも求められる中、地域公共サービスを担う人員は圧倒的に

不足しており、職場における疲弊感は日々深刻化しています。 

政府はこれまで「骨太方針」に基づき、地方一般財源の前年度水準を

確保する姿勢を示してきました。しかし、増大する行政需要また不足す

る人員体制に鑑みれば、今後はより積極的な財源確保が求められます。 

このため、2026 年度政府予算また地方財政の検討にあたっては、現行

の地方一般財源水準確保より積極的に踏みだし、社会全体として求めら

れている賃上げ基調にも相応する人件費の確保を含めた地方財政を実現

するよう、以下の事項を求めます。 

記 

1.　社会保障の充実、地域活性化、自治体 DX、脱炭素化、物価高騰対策、

防災・減災、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の財

政需要を的確に把握するとともに、現行の水準にとどまらない、より

積極的な地方財源の確保・充実を図ること。 

2.　地域医療を確保するため、公立病院を含めた医療機関への財政支援

と必要な財源を確保すること。 

3.　子育て対策、介護や生活困窮者の自立支援など、より高まりつつあ

る社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫していることから、

引き続き、地方単独事業分も含めた、十分な社会保障経費の拡充を図

ること。特に、これらの分野を支える人材確保に向けた自治体の取組

を十分に支える財政措置を講じること。 

4.　地方交付税の法定率を引き上げるなどし、引き続き臨時財政対策債

に頼らない、より自律的な地方財政の確立に取り組むこと。また、地

域間の財源偏在性の是正に向けては、所得税や偏在性がより小さい消

費税を対象に国税から地方税への税源移譲を行うなど、より抜本的な

改善を行うこと。 

5.　政府として減税政策を検討する際は、地方財政を棄損することがな

いよう、あらかじめ「国と地方の協議の場」を活用するなどし、特段

の配慮を行うとともに、地方財政への影響が想定される場合は、確実

にその補填を行うこと。 

6.　「地方創生推進費」として確保されている１兆円については、現行

の財政需要において不可欠な規模であることから、恒久的財源として
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議 長

より明確に位置付けること。また、その一部において導入されている

行革努力や取組の成果に応じた算定方法は、標準的な行政水準を保障

するという地方交付税制度の趣旨に反することから、今後採用しない

こと。 

7.　会計年度任用職員においては今後も当該職員の処遇改善や雇用確保

が求められることから、引き続き、その財政需要を十分に満たすこと。 

8.　諸手当等の支給水準が国の基準を超えている自治体に対する特別交

付税の減額措置について、地域手当はその対象から除外されたものの、

寒冷地手当、期末・勤勉手当等については依然、その措置が残されて

いることから、自治体の自己決定権を尊重し、これらの減額措置を早

期に廃止すること。 

9.　自治体業務システムの標準化・共通化に向けては、その移行に係る

経費はもとより移行の影響を受けるシステムの改修経費や大幅な増額

が見込まれるシステム運用経費まで含め、必要な財源を補填すること。

また、戸籍等への記載事項における「氏名の振り仮名」の追加やマイ

ナンバーカードと健康保険証・運転免許証の一体化など、自治体 DX に

伴うシステム改修や事務負担、人件費の増大が想定される際は、十分

な財政支援を行うこと。 

10.　地域の活性化に向けて、その存在意義が改めて重視されている地域

公共交通について、公共交通専任担当者の確保を支援するとともに、

普通交付税の個別算定項目に位置付け、一層の施策充実を図ること。 

11.　人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段階補正を拡充

するなど、地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化を図るこ

と。 

12.　自治体の行う事業において、労務費の適切な価格転嫁が果たされる

よう、必要な財政支援を行うこと。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により提出する。 

令和 7年 6月 19 日 

　北海道真狩村議会 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生

労働大臣、国土交通大臣、デジタル大臣、内閣府特命担当大臣(こども政

策、少子化対策、若者活躍、男女共同参画、共生・共助)　宛 

 

よろしく審議を賜り、採択くださいますようお願いを申し上げます。 

 

ただいま提案理由の説明が終わりましたが、本案については質疑及び
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日程 20

(佐伯秀範) 

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃

討論を省略し採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　したがって、本案については質疑及び討論を省略し採決することに決

定しました。 

 

　これから発議第 2号　地方財政の充実・強化に関する意見書の提出に

ついてを採決します。 

　お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　発議第 2号　地方財政の充実・強化に関する意見書の提出については、

原案のとおり可決されました。 

 

　日程　２０ 

　議員の派遣についてを議題とします。 

　お諮りします。 

議員の派遣については、お手元に配りましたとおり派遣することにし

たいと思います。 

　御異議ありませんか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　したがって、議員の派遣については、お手元に配りましたとおり派遣

することに決定しました。 

 

　お諮りします。 

　ただいま議決した事項について、諸般の事情により変更するする場合

は、議長に一任されたいと思いますが、御異議ありませんか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認めます。 

　したがって、ただいま議決した事項の変更については、議長に一任す
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日程 21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14：09 

閉会

 

 

議 長 

(佐伯秀範) 

 

 

 

 

〃 

 

〃 

 

 

ることに決定しました。 

 

　日程　２１ 

　閉会中の所管事務調査の申出について、総務産業常任委員長及び議会

運営委員長から申出があります。 

　これを申出のとおり認めたいと思いますが、御異議ありませんか。 

　（異議なし） 

 

　異議なしと認め、申出のとおり承認することに決定いたしました。 

 

　以上で、本日の日程は全部終了しました。 

　会議を閉じます。 

　これで令和 7年第 2回真狩村議会定例会を閉会いたします。 

　お疲れ様でした。 

 

 

 

 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、 
　ここに署名する。 
 

 

 

議　長　　佐　伯　秀　範（原本自署） 

 
 
 

　　　　　議　員　　陰　能　裕　一（原本自署） 

 
 
 

　　　　　議　員　　佐々木　義　光（原本自署） 


